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新規文書につき、現在情報を収集中。

図1 近傍ネットワーク通信範囲

表1 ワイヤレス技術の性能評価
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【概要】

本推奨規格は、相互運用可能なモバイル無線近接ネットワーク通信を実現

するための通信方式について、取り得る選択肢と最良の選択肢を現在の商

用規格に基づき記載したものである。本規格は宇宙探査や惑星表面での運

用において用いられることを想定し、通信機器間の相対速度/加速度が低速

であり、かつ、0～100kmの範囲内で通信が行われることを前提としている。

【内容】

本規格では「IEE 802.11」(Wi-Fiの規格)と「3GPP」規格(現代の携帯のIPベー

スの通信規格の基になる規格)の二つの主要な商用規格の利用を推奨してい

る。本規格のデータ伝送速度はピーク時に基地局あたりで数百Mb/sから

100Gb/sになり得るため、拠点間を結ぶバックボーンネットワークはボトルネッ

クになりやすく、当該箇所には光ファイバーなどの伝送速度について性能向

上が可能な技術を用いることが推奨されている。

なお本規格記載の通信方式を用いる際には、ITU が規定した、SZM(月の遮

蔽ゾーン)における電波天文学観測用の周波数帯域や、SFCGが規定する

ガードバンド等と干渉しない様に事前の周波数調整が必要となることに注意

する。右の表1に各商用規格の性能評価結果を、図1に各商用規格の適用可

能範囲と特徴の関係を示す。
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